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同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
日
頃
、
陰
に

日
向
に
本
校
の
教
育
活
動
を
見
守
り
、

支
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
校
は
現
在
、
ク
ラ
ス
数
は
１
・
２

年
生
が
４
ク
ラ
ス
、
３
年
生
が
５
ク
ラ

ス
、
合
計
13
ク
ラ
ス
と
な
り
、
全
校
生

徒
数
は
合
計
５
０
３
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
小
規
模
な
が
ら
も
、
生
徒
た
ち
は

先
生
方
の
熱
心
な
指
導
に
応
え
、
勉
学

に
、
部
活
動
に
、
そ
し
て
進
学
に
向
け

て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、

校
訓
か
ら
い
た
だ
い
た
「
明
日
に
む

か
っ
て
鍛
え
る
沼
津
城
北
高
校
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、生
徒
た
ち
の「
学
ぶ
力
」、

「
人
間
力
」
を
鍛
え
、
よ
り
「
高
い
志
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
創
立
百
十
五
周
年
の
今
年
度

は
、
特
別
な
記
念
行
事
等
を
予
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
ろ
そ
ろ
５
年
後
の

百
二
十
周
年
に
向
け
て
、
同
窓
会
の
皆

様
と
準
備
を
始
め
る
時
機
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。本
校
の
校
庭
を
歩
く
と
、

そ
こ
こ
こ
に
記
念
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

散
在
し
て
い
ま
す
。
多
く
は
卒
業
生
が

卒
業
記
念
に
残
し
て
い
か
れ
た
も
の
で

す
が
、
建
立
時
期
を
調
べ
て
み
る
と
、

節
目
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
皆
様
の
記
憶
に
残
る
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
し
て
は
、「
校
訓
」
の
碑
、「
大

志
」
の
像
、「
校
史
」
の
碑
、「
日
時
計
」

の
碑
、「
校
歌
」
の
碑
の
５
つ
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
認
識
し
て
い
る
い
ち
ば
ん
古
い

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、「
校
訓
」
の
碑
の

周
囲
に
あ
る
「
老
松
」
で
す
。「
卒
業

記
念
木　

昭
和
二
年
三
月　

第
二
十
六

回
卒
業
生
」
と
刻
ま
れ
た
小
さ
な
石
碑

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
は
本
校

が
「
静
岡
県
駿
東
農
林
学
校
」
と
し
て

の
最
後
の
年
で
、
翌
４
月
に
は
県
に
移

管
さ
れ
「
静
岡
県
立
駿
東
農
林
学
校
」

と
改
称
し
て
い
ま
す
。
創
立
か
ら
数
え

て
二
十
五
周
年
の
年
で
し
た
。

　

校
舎
も
ま
だ
当
時
の
金
岡
村
岡
宮
大

豆
島
（
今
の
沼
津
五
中
付
近
）
に
あ
り

ま
し
た
。
本
校
が
現
在
地
に
移
転
す
る

の
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
19
年

の
暮
れ
、
沼
津
海
軍
工
廠
の
拡
張
に
伴

う
軍
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
百

周
年
記
念
誌
に
は
「
引
越
し
作
業
は
す

べ
て
生
徒
の
手
で
行
っ
た
。
…
前
庭
の

松
は
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
。
傷
つ
け
て
は

い
け
な
い
と
皆
で
慎
重
に
扱
っ
た
。
わ

が
身
の
５
倍
も
あ
る
木
を
丁
寧
に
掘
り

起
こ
し
て
牛
車
で
運
び
、
移
転
後
も
新

し
い
土
壌
に
う
ま
く
活
着
す
る
か
不
安

だ
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
苦

労
し
た
移
転
作
業
の
甲
斐
あ
っ
て
、
新

校
舎
は
戦
火
を
免
れ
、
老
松
は
現
在
で

も
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
前
庭
で

見
事
な
枝
ぶ
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

山
本
一
喜
元
会
長
が
百
周
年
時
点
で

「
樹
皮
の
状
態
か
ら
樹
齢
は
百
年
以
上

で
は
」
と
仰
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
さ

に
本
校
の
歴
史
と
重
な
り
、
本
校
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
木
な
の
で

す
。
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
樹
木

は
多
く
が
大
木
で
、
校
庭
の
片
隅
で
生

徒
の
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す

が
、本
校
の
「
老
松
」
は
小
ぶ
り
で
も
、

そ
の
風
格
た
る
や
本
校
の
た
ど
っ
て
き

た
幾
多
の
試
練
の
歴
史
を
物
語
る
生
き

証
人
と
し
て
の
圧
倒
的
な
存
在
感
が
あ

り
ま
す
。
百
二
十
周
年
を
前
に
、
本
校

は
今
ま
た
試
練
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、「
老
松
」
同
様
に
本
校

生
徒
、
職
員
の
奮
闘
を
見
守
り
、
支
え

続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

創
立
１
１
５
年
の
伝
統
あ
る
わ
が
母

校
、
沼
農
・
北
部
・
城
北
高
校
を
卒
業

さ
れ
た
同
窓
会
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。

一
昨
年
よ
り
同
窓
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
長
田
吉
信
で

す
。
日
頃
よ
り
本
校
及
び
同
窓
会
に
対

し
ま
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
4
月
6
日
に
本
校
の
入
学
式
に

出
席
し
、
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
緊
張
の
中
に

も
晴
れ
や
か
な
新
入
生
に
頼
も
し
さ
を

感
じ
る
と
共
に
、
少
し
寂
し
い
気
持
ち

に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ク
ラ
ス
数

が
5
ク
ラ
ス
か
ら
4
ク
ラ
ス
へ
と
減
少

し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
２
０
０
名
の
募
集
定
員

に
満
た
ず
、
昨
年
度
か
ら
募
集
定
員
を

1
6
0
名
に
し
、
1
ク
ラ
ス
分
減
員
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
影
響
は
家
族
の
あ
り

方
や
雇
用
環
境
に
も
変
化
を
お
よ
ぼ

し
、
経
済
成
長
の
停
滞
に
ま
で
及
ん
で

お
り
、
学
校
教
育
の
現
場
も
同
様
な
の

だ
と
い
う
事
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

よ
く
言
わ
れ
る
事
で
す
が
、
地
球
の

誕
生
以
来
多
く
の
生
物
が
生
ま
れ
進
化

し
て
行
く
中
で
、
な
ぜ
人
類
が
生
き
残

り
、
地
球
に
繁
栄
を
築
け
た
の
か
。
そ

れ
は
、
人
類
が
変
化
に
対
応
で
き
た
か

ら
で
あ
る
と
。
こ
の
事
か
ら
も
全
て
の

も
の
は
常
に
自
身
の
変
化
を
求
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
実
際
に
変
化
に
対
応
す

る
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
の
が
昨
年
引
退

し
た
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
黒
田
博
樹
投

手
で
し
た
。
黒
田
投
手
は
カ
ー
プ
の

エ
ー
ス
か
ら
２
０
０
８
年
に
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
に
移
籍
し
ド
ジ
ャ
ー
ス
、
ヤ
ン

キ
ー
ス
で
活
躍
、高
い
評
価
を
得
て「
日

米
通
算
３
３
４
０
回
登
板
」
を
達
成
し

ま
し
た
。
で
は
な
ぜ
メ
ジ
ャ
ー
で
成
功

し
た
の
か
、
そ
れ
は
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
に
自
分
の
ス
タ
イ
ル
や
こ

だ
わ
り
を
捨
て
ら
れ
る
柔
軟
な
心
に

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
速
球

派
か
ら
〝
動
く
ボ
ー
ル
〟
を
駆
使
す
る

技
巧
派
へ
、〝
ミ
ス
タ
ー
完
投
〟
か
ら

「
6
回
を
3
失
点
以
内
に
抑
え
、
1
年

間
、
中
4
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
崩

さ
な
い
投
手
」へ
と
変
貌
を
遂
げ
ま
す
。

一
方
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
姿
勢
は
一
貫
し

て
ぶ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
黒
田
投
手
の

著
書
に
「
こ
の
試
合
で
選
手
生
命
が
終

わ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
」「
自
分
の
選

ん
だ
道
が
、正
解
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

正
解
と
な
る
よ
う
に
努
力
す
る
」
と
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
心
に
、
そ
の
姿
勢

に
成
功
の
要
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
長
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
く
中
、
様
々
な
課
題
も
見
え
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
部
活
動
へ
の
支
援
の
仕

方
や
同
窓
会
報
の
発
行
そ
し
て
総
会
開

催
の
あ
り
方
な
ど
、
今
後
運
営
方
法
を

皆
様
と
共
に
協
議
し
、
よ
り
良
き
同
窓

会
と
し
て
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

校
訓
に
あ
る
通
り
「
自
分
を
発
掘
せ

よ
。
自
分
を
偽
る
な
。
あ
す
の
た
め
に

鍛
え
よ
。」
を
実
践
し
、
本
校
及
び
同

窓
会
の
発
展
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
同
窓
会
に
対

し
ま
し
て
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

発　　　行
静岡県立沼津城北高等学校同窓会

編　　　集
同窓会報編集委員会

静岡県立沼津城北高等学校
〒410-0012  沼津市岡一色875

TEL.055-921-0344
E-mail:office@numazujohoku-h.shizuoka-c.ed.jp
http://www.edu.pref.shizuoka.jp/numazujohoku-h/home.nsf

日　　　　時	 平成29年７月８日（土）
	 午前11時
場　　　　所	 沼津城北高校城北館

同窓会総会	 午前11時〜 11時30分
昼　食　会	 午前11時30分〜 12時
吹奏楽部演奏会	 午後０時〜０時30分
会　　　　費	 2,000円

同窓会総会御案内

校　長
苫米地　一路

創
立
百
十
五
周
年
を
迎
え
て

変
化
に
対
応
し
、同
窓
会
の
発
展
を
！

同窓会長
長田　吉信
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「勇往邁進」� ３年　丸　山　純　樹

　私たちレスリング部は３月27日から３月29日までに
行われた風間杯全国高校選抜大会で銅メダルを獲得しました。この結果に私たちは、
うれしい反面、全国１位との差を思い知らされる結果でした。
　この差を私たちの課題として、夏のインターハイに向けて勇往邁進していきます。
全国選抜大会で悔いを残してしまったぶん、夏のインター
ハイで、すべてを出し切れるように日々の練習に精進して
いきます。
　最後に杉山先生、OB会及び関係者の皆様方、これからも
御指導の程を宜しくお願いします。

平成28年度  ３年生進路結果（合格延べ数）報告
国公立四年制大学

大　学　名 人数
1 茨城大　　　　 1
2 釧路公立大 1
3 群馬大　　　　 1
4 静岡県立大　　 2
5 都留文科大　　 2
6 徳島大　　　　 1
7 名寄市立大　　 1

合　計 9

国公立短期大学
大　学　名 人数

1 静岡県大短大部 1
2 島根県大短大部 1

合　計 2

私立四年制大学
大　学　名 人数

1 愛知淑徳大　　 1
2 青山学院大　　 1
3 亜細亜大　　　 3
4 大妻女子大　　 1
5 神奈川大　　　 20
6 鎌倉女子大　　 2
7 関西大　　　　 1
8 関東学院大　　 5
9 岐阜女子大　　 1

10 健康科学大 1
11 工学院大 1
12 国学院大　　　 3
13 国際医療福祉大 2
14 国士舘大　　　 1

大　学　名 人数
15 駒澤大　　　　 2
16 埼玉学園大　　 1
17 相模女子大　　 1
18 産業能率大　　 1
19 静岡英和学院大 2
20 静岡産業大　　 1
21 静岡理工科大　 4
22 芝浦工大　　　 1
23 秀明大　　　　 2
24 城西大　　　　 2
25 湘南医療大　　 4
26 上武大　　　　 1
27 昭和女子大　　 1
28 成城大　　　　 2
29 専修大　　　　 1
30 大東文化大　　 2
31 高千穂大　　　 1
32 拓殖大　　　　 1
33 千葉工大　　　 2
34 中央学院大 1
35 中部大　　　　 1
36 鶴見大　　　　 1
37 帝京大　　　　 4
38 東海大　　　　 7
39 東京医療保健大 1
40 東京家政学院大 1
41 東京工芸大　　 1
42 東京成徳大　　 1
43 東京電機大　　 1
44 東京都市大　　 4
45 東京農大　　　 1
46 東北芸術工科大 1

大　学　名 人数
47 東北薬大　　　 1
48 常葉大　　　　 13
49 獨協大　　　　 1
50 奈良大　　　　 2
51 二松学舎大　　 1
52 日本大　　　　 8
53 日本福祉大　　 1
54 日本文化大 1
55 文教大　　　　 1
56 法政大　　　　 2
57 武蔵大　　　　 1
58 武蔵野大　　　 1
59 横浜商大　　　 1
60 横浜美術大　　 1
61 立教大　　　　 2
62 立正大　　　　 1

合　計 138

私立短期大学
大　学　名 人数

1 小田原短　　　 4
2 鎌倉女大短大部 1
3 共立女短　　　 1
4 静岡英和大短大 1
5 上智大短大部　 3
6 湘北短　　　　 1
7 聖和学園短　　 1
8 鶴見大短大部　 1
9 東海大短大部　 1

10 常葉大短大部　 5
11 日本大短大部　 2

合　計 21

医療・看護系専門学校
学　校　名 人数

1 御殿場看護学校 1
2 JA静岡厚生連するが看護専 1
3 静岡医療学園専 2
4 静岡医療セ附静岡看護 3
5 静岡県立東部看護専 4
6 湘央医学技術専 1
7 湘央生命科学技術専 1
8 茅ヶ崎リハビリテーション専 1

合　計 14

その他の専門学校
学　校　名 人数

1 浅野工学専 1
2 織田調理師専 1
3 京都調理師専 1
4 国際観光専（熱海） 2
5 国際文化理容美容専 1
6 静岡県東部理容美容専 2
7 静岡県理容美容専 3
8 静岡デザイン専 2
9 尚美ミュージックカレッジ専 1

10 東京サイクルデザイン専 1
11 名古屋製菓専 1
12 日本工学院専 1
13 日本美容専 1
14 沼津情報ビジネス専門学校 4
15 専門学校ビジュナリーアーツ 1
16 武蔵野調理師専 1
17 横浜ビューティーアート専 2
18 専・ルネサンスアカデミー 1

合　計 27

その他（管外）
学　校　名 人数

1 東京都立多摩職業能力開発センター八王子校 1
合　計 1

就　職（公務員）
団　体　名 人数

1 自衛隊 1
2 静岡県警 1
3 警視庁 1

合　計 3

就　職（その他一般）
企　業　名 人数

1 加和太建設株式会社 1
2 芸能事務所（プロダクション） 1
3 就職（自営業） 2
4 乗馬クラブファナウステーブル 1
5 だいこくキッチン（自営） 1
6 マスターエレクトロニクス株式会社 1
7 沼津市立病院 1

合　計 8

★ 進路種別人数 ★
1 国公立四年制大学 9
2 国公立短期大学 2
3 私立四年制大学 138
4 私立短期大学 21
5 医療・看護系専門学校 14
6 その他の専門学校 27
7 その他（管外) 1
8 就　職（公務員） 3
9 就　職（その他一般） 8

10 その他（浪人） 9
合　計 232

※ 人数は合格延べ人数

城北生、

　躍動していま
す
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＊＊　平成28年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計決算書　＊＊ ＊＊平成29年度   静岡県立沼津城北高等学校同窓会   一般会計予算書（案）＊＊
収入総額　2,341,448円　支出総額　2,065,725円　差引残額　275,723円（次年度へ繰越） 収入総額　1,628,000円　　支出総額　1,628,000円　　差引残額　0円

（単位：円） （単位：円）

◎
収
入
の
部

科　　目 予算額（A） 決算額（B） 比較増減額（B-A） 備　　考 ◎
収
入
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会 費 徴 収 1,248,000 1,264,800 16,800 会 費 徴 収 1,152,000 1,248,000 △ 96,000
会 費 徴 収 1,248,000 1,264,800 16,800 @2,400円×527人 会 費 徴 収 1,152,000 1,248,000 △ 96,000 @2,400円×480人

事 業 収 入 0 0 0 事 業 収 入 0 0 0
同窓会名簿 0 0 0 同窓会名簿 0 0 0
会報諸収入 0 0 0 会報諸収入 0 0 0
そ　の　他 0 0 0 そ　の　他 0 0 0

雑　収　入 9,362 10 △ 9,352 雑　収　入 277 9,362 △ 9,085
受 取 利 息 32 10 △ 22 預金利息 受 取 利 息 277 32 245 預金利息
総会負担金 9,330 0 △ 9,330 総会負担金 0 9,330 △ 9,330
雑　収　入 0 0 0 雑　収　入 0 0 0

繰　越　金 76,638 76,638 0 繰　越　金 275,723 76,638 199,085
繰　越　金 76,638 76,638 0 前年度繰越金 繰　越　金 275,723 76,638 199,085 前年度繰越金

繰　入　金 1,000,000 1,000,000 0 繰　入　金 200,000 1,000,000 △ 800,000
繰　入　金 1,000,000 1,000,000 0 積立金から繰入 繰　入　金 200,000 1,000,000 △ 800,000 積立金から繰入
合　　計 2,334,000 2,341,448 7,448 合　　計 1,628,000 2,334,000 △ 706,000

◎
支
出
の
部

科　　目 予算額 流用増減額 予算現額
（A） 決算額（B） 比較増減額

（A-B） 備　　考 ◎
支
出
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会　務　費 90,000 △ 10,000 80,000 0 80,000 会　務　費 40,000 90,000 △ 50,000
会　議　費 5,000 0 5,000 0 5,000 会　議　費 5,000 5,000 0
事 務 局 費 0 0 0 0 0 事 務 局 費 0 0 0
旅費交通費 0 0 0 0 0 旅費交通費 0 0 0
通　信　費 5,000 0 5,000 0 5,000 通　信　費 5,000 5,000 0 郵送料
慶　弔　費 80,000 △ 10,000 70,000 0 70,000 慶　弔　費 30,000 80,000 △ 50,000 香料、祝儀
需　用　費 0 0 0 0 0 需　用　費 0 0 0
備　品　費 0 0 0 0 0 備　品　費 0 0 0
雑　　　費 0 0 0 0 0 雑　　　費 0 0 0

事　業　費 936,000 60,000 996,000 813,181 182,819 事　業　費 378,000 936,000 △ 558,000
総　会　費 5,000 0 5,000 3,181 1,819 総会用飲料 総　会　費 5,000 5,000 0 総会用飲料
報　償　費 0 0 0 0 0 報　償　費 0 0 0
指導奨励費 830,000 60,000 890,000 716,000 174,000 部活動　県大会以上 指導奨励費 272,000 830,000 △ 558,000 部活動東海大会以上
通　信　費 0 0 0 0 0 通　信　費 0 0 0
使　用　料 1,000 0 1,000 0 1,000 使　用　料 1,000 1,000 0 コピー代
消 耗 品 費 100,000 0 100,000 94,000 6,000 証書ホルダー 消 耗 品 費 100,000 100,000 0 証書ホルダー等
広　報　費 0 0 0 0 0 広　報　費 0 0 0
人　件　費 0 0 0 0 0 人　件　費 0 0 0

会報発行費 1,303,000 △ 48,000 1,255,000 1,252,544 2,456 会報発行費 1,205,000 1,303,000 △ 98,000
会報作成費 1,300,000 △ 50,000 1,250,000 1,249,402 598 会報印刷代 会報作成費 1,200,000 1,300,000 △ 100,000 会報印刷代
通　信　費 3,000 2,000 5,000 3,142 1,858 郵送料 通　信　費 5,000 3,000 2,000 郵送料
編　集　費 0 0 0 0 0 編　集　費 0 0 0

同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0
同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0

予　備　費 5,000 △ 2,000 3,000 0 3,000 予　備　費 5,000 5,000 0
予　備　費 5,000 △ 2,000 3,000 0 3,000 予　備　費 5,000 5,000 0
合　　計 2,334,000 0 2,334,000 2,065,725 268,275 合　　計 1,628,000 2,334,000 △ 706,000

※科目間の流用を認める。
積　立　金 27年度積立金 28年度利息 28年度同窓会繰入金 28年度残金

2,793,834 300 1,000,000 1,794,134

上記のとおり報告します。
平成29年３月31日
	 平成28年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計
	 　　　　　会　長　　　長田　吉信
監査報告
上記の決算について、証拠書類・出納簿を精査したところ、適正かつ正確に処理されていることを認めます。
平成29年５月８日
	 平成28年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計
	 　　　　　監　事　　　横山　　哲　　　　深澤　貞博

平成29年度　教職員人事異動
１　転出者

職　名 氏　名 教科等 転出先等
教　　頭 平　井　孝　治 国　語 袋井高校
事 務 長 渡　邊　広　志 事　務 沼津商業高校
教　　諭 秋　津　　　温 国　語 沼津西高校
教　　諭 山　田　孝代志 地歴・公民 退職
教　　諭 木　村　　　幹 数　学 三島長陵高校（定）
教　　諭 濱　田　智　大 数　学 浜松江ノ島高校
教　　諭 菊　入　純　子 外国語 富士市立高校
主　　任 佐　藤　恵　美 事　務 沼津市立沢田小学校

主任技能員 小　池　喜代治 技　労 退職
講師（非） 今　村　翔　人 数　学 藤枝北高校（常）
講師（非） 長　野　　　修 理　科 伊豆中央高校（非）

２　転入者
職　名 氏　名 教科等 前任等

教　　頭 神　田　明　葉 理　科 富士宮北高校
事 務 長 経　田　美　和 事　務 清水東高校
教　　諭 佐　藤　政　範 地歴・公民 沼津西高校
教　　諭 山　田　孝代志 地歴・公民 本校
教　　諭 安　竹　俊　弥 数　学 静岡城北高校
教　　諭 大　平　和　成 数　学 伊東商業高校
主　　査 高　橋　正　恵 事　務 沼津特別支援

主任技能員 鈴　木　恵里子 事　務 伊豆中央高校
講師（非） 布　谷　友　亮 国　語 吉原高校（非）
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部 活 動 成 績　●  県大会以上の結果  ●

レスリング部 
杉山　裕紀 男 静岡県高等学校新人レスリング大会84kg級� １位

全国高等学校選抜レスリング大会東海地区予選会84kg級� ３位
堤　　孔一 男 静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｆ50kg級� ３位

静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｇ50kg級� １位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技Ｇ50kg級� １位
全国高校生グレコローマンスタイルレスリング選手権大会50kg級� ５位
静岡県高等学校新人レスリング大会50kg級� ２位
全国高等学校選抜レスリング大会東海地区予選会50kg級� １位

堤　　泰樹 男 静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｆ60kg級� ２位
静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｇ60kg級� ２位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技Ｆ60kg級� ２位
全国高校生グレコローマンスタイルレスリング選手権大会60kg級� 出場
静岡県高等学校新人レスリング大会60kg級� １位
全国高等学校選抜レスリング大会東海地区予選会60kg級� ２位

堤　　滋樹 男 静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｆ66kg級� ２位
静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｇ66kg級� ３位
静岡県高等学校新人レスリング大会66kg級� ２位

堤　　太一 男 静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｇ50kg級� ２位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技Ｇ50kg級� ２位
静岡県高等学校新人レスリング大会55kg級� ３位

大室　涼矢 男 静岡県高等学校新人レスリング大会84kg級� ２位
全国高等学校選抜レスリング大会東海地区予選会84kg級� ３位

望月　瑞生 男 静岡県高等学校新人レスリング大会60kg級� ４位
菊池　野歩 男 静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｆ120kg級� １位

静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｇ120kg級� １位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技Ｆ120kg級� ３位
全国高等学校総合体育大会レスリング競技120kg級� 出場
全国高校生グレコローマンスタイルレスリング選手権大会120kg級�出場
国民体育大会レスリング競技少年Ｆ120kg級� ５位
静岡県高等学校新人レスリング大会120kg級� １位
全国高等学校選抜レスリング大会東海地区予選会120kg級� ３位

丸山　純樹 男 静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｆ74kg級� １位
静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技Ｇ74kg級� ２位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技Ｆ74kg級� ３位
全国高等学校総合体育大会レスリング競技74kg級� 出場
全国高校生グレコローマンスタイルレスリング選手権大会74kg級� 出場
静岡県高等学校新人レスリング大会74kg級� ２位

静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技学校対抗戦　２位
　杉山　裕紀　   堤　　孔一　   堤　　泰樹　   堤　　滋樹　   長谷川騎士　   堤　　太一
　大室　涼矢　   望月　瑞生　   菊池　野歩　   丸山　純樹
東海高等学校総合体育大会レスリング競技学校対抗戦　２位
　杉山　裕紀　   堤　　孔一　   堤　　泰樹　   堤　　滋樹　   長谷川騎士　   堤　　太一
　大室　涼矢　   望月　瑞生　   菊池　野歩　   丸山　純樹
静岡県高等学校新人レスリング大会学校対抗戦　１位
　杉山　裕紀　   堤　　孔一　   堤　　泰樹　   堤　　滋樹　   長谷川騎士　   堤　　太一
　大室　涼矢　   望月　瑞生　   菊池　野歩　   丸山　純樹
全国高等学校選抜レスリング大会東海地区予選会学校対抗戦	 １位
　杉山　裕紀　   堤　　孔一　   堤　　泰樹　   堤　　滋樹　   長谷川騎士　   堤　　太一
　大室　涼矢　   望月　瑞生　   菊池　野歩　   丸山　純樹

清水　丹音 女 JOC全日本ジュニアレスリング選手権大会カデットの部女子70kg級�３位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技女子の部70kg級� ２位
全国高等学校総合体育大会レスリング競技女子の部70kg級� 出場

丸山　栞和 女 ジュニアクイーンズカップレスリング選手権大会カデットの部65kg級�３位
全日本女子オープンレスリング選手権大会高校生の部65kg級� ３位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技女子の部65kg級� ３位
全国高等学校総合体育大会レスリング競技女子の部65kg級� 出場

男子テニス部 
細谷　樹生 男 静岡県高等学校新人体育大会テニス競技　男子ダブルス　　出場
田中　皓太 男 静岡県高等学校新人体育大会テニス競技　男子ダブルス　　出場
内藤　　海 男 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技　男子ダブルス　　出場
渡邊　直也 男 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技　男子ダブルス　　出場

静岡県高等学校新人体育大会テニス競技学校対抗戦　出場
　平　　侑弥　   細谷　樹生　   千葉　隼人　   川田　俊也　   田中　皓太　   長倉　　慧
　山田　瑠海　   土屋　敦生　   穂坂　美月
静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦　出場
　細谷　樹生　   田中　皓太　   内野　綾太　   内藤　　海　   野田　浩登　   渡邊　直也

女子テニス部 
髙橋　季七 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技　女子ダブルス　　出場

静岡県高等学校新人体育大会テニス競技　女子ダブルス　　出場
静岡県高等学校新人体育大会テニス競技　女子シングルス　出場

福田　　雅 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技　女子ダブルス　　出場
水谷　鵬乃 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技　女子ダブルス　　出場

静岡県高等学校新人体育大会テニス競技　女子ダブルス　　出場
金澤　朱里 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技　女子ダブルス　　出場

静岡県高等学校新人体育大会テニス競技　学校対抗戦　出場
　鈴木　佳乃　   田代ひかり　   手嶋　玲奈　   髙橋　季七　   鈴木ひなの　   福田　　雅
　水谷　鵬乃　   森川　莉名　   渡辺　珠文
静岡県高等学校総合体育大会テニス競技　学校対抗戦　出場
　髙橋　季七　   福田　　雅　   水谷　鵬乃

弓 道 部 
原　奏葉子 女 静岡県高等学校新人弓道大会　個人７位
髙島　　萌 女 静岡県高等学校総合体育大会弓道競技　個人５位

静岡県高等学校新人弓道大会　団体出場
　梶田　莉子　   近藤　茉奈　   渡辺花南子　   碓井　美帆　   原　奏葉子　   小松　風花
静岡県高等学校新人弓道大会　個人出場
　岩丸　　圭　   渡辺花南子　   碓井　美帆　   小松　風花
静岡県高等学校総合体育大会弓道競技　団体８位
　井出　琴野　   新井　咲葵　   髙島　　萌　   田村　美樹　   内藤　咲月　   渡邊　夏三
静岡県高等学校総合体育大会弓道競技　団体出場
　齊藤　恭平　   日永田広紀　   久保田　希　   田中　郁宏　   岩丸　　圭

静岡県高等学校総合体育大会弓道競技　個人出場
　日永田広紀　   井出　琴野　   長田　梨沙　   鈴木　沙恵　   内藤　咲月　   渡邊　夏三

剣 道 部 
長田　大和 男 第19回静岡県日本剣道形大会　優勝
川口　貴大 男 第19回静岡県日本剣道形大会　優勝

静岡県高等学校総合体育大会剣道競技男子団体戦　二回戦進出
　松田　泰斗　   三上　匠海　   阿部　滉樹　   土屋　眞生　   渥美　清矢　   守屋　康太
　林　　龍貴

渥美　清矢 男 静岡県高等学校新人体育大会剣道競技　男子個人戦　進出
静岡県高等学校新人体育大会剣道競技男子団体戦　ベスト16進出
　玉井　　健　   渥美　清矢　   長田　大和　   林　　龍貴　   川口　貴大　   守屋　康太
　阿部　宗生

土屋　叶恵 女 静岡県高等学校新人体育大会剣道競技　女子個人戦　二回戦進出
小林　美麗 女 静岡県高等学校新人体育大会剣道競技　女子個人戦　二回戦進出

剣道参段取得
堀田　　咲 女 静岡県高等学校総合体育大会剣道競技　女子個人戦　二回戦進出
森　萌衣羽 女 静岡県高等学校総合体育大会剣道競技　女子個人戦　進出

静岡県高等学校総合体育大会剣道競技　女子団体戦　進出
　髙橋　まこ　   土屋　叶恵　   小林　美麗　   堀田　　咲　   森　萌衣羽
静岡県高等学校新人体育大会剣道競技　女子団体戦　進出
　髙橋　まこ　   土屋　叶恵　   小林　美麗

男子バレーボール部 
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技出場
　宮坂　太一　   小坂　晴輝　   鈴木　翔太　   三浦　春稀　   山田　琢貴　   高遠　竜矢
　林　　瑞生　   真部　嵩大　   石原　悠大　   髙木廉太郎　   小野田　竣　   加藤　知洋
　原田　優斗　   倉田　愁真　   縣　　昴希　   塚原　康大　   高橋　大河
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技ベスト16進出
　宮坂　太一　   小坂　晴輝　   鈴木　翔太　   三浦　春稀　   山田　琢貴　   高遠　竜矢
　林　　瑞生　   真部　嵩大　   石原　悠大　   髙木廉太郎　   小野田　竣　   加藤　知洋
　原田　優斗　   倉田　愁真

女子バレーボール部 
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技進出
　田中　杏実　   井山あさひ　   斎藤　　茜　   芹澤　千春　   山田　春菜　   深澤みのり
　植松　　望　   関野　若葉　   青沼　香琳　   田原しおん　   加藤　美空

陸 上 競 技 部 
小林　　健 男 静岡県高等学校総合体育大会� 男子ハンマー投　出場

静岡県高等学校新人体育大会陸上競技� 男子砲丸投　　　出場
� 男子ハンマー投　出場

増本　海来 女 静岡県高等学校総合体育大会� 女子走高跳　　　出場
静岡県高等学校新人体育大会陸上競技� 女子走高跳　　　出場
� 女子三段跳　　　出場

尾﨑　遥斗 男 静岡県高等学校総合体育大会� 男子走高跳　　　出場
静岡県高等学校新人体育大会陸上競技� 男子走高跳　　　出場
� 男子三段跳　　　出場

春日　泰成 男 静岡県高等学校総合体育大会� 男子ハンマー投　出場
飯島　玲奈 女 静岡県高等学校総合体育大会� 女子走幅跳　　　出場

� 女子走高跳　　　出場
伊藤　良斗 男 静岡県高等学校総合体育大会� 男子100m　　  　出場

� 男子200m　  　　出場
岡本　隆洋 男 静岡県高等学校総合体育大会� 男子走幅跳　　　出場
小柳　駿介 男 静岡県高等学校総合体育大会� 男子砲丸投　　　出場

� 男子ハンマー投　出場
勝又　みく 女 静岡県高等学校新人体育大会陸上競技� 女子800ｍ  　　　出場
池田　京介 男 静岡県高等学校新人体育大会陸上競技� 男子400ｍ  　　　出場

囲碁・将棋部 
第47回静岡県高等学校将棋選手権大会進出（女子個人戦）
　杉沢　愛美　   谷下　美希
第28回静岡県高等学校将棋新人戦県大会進出（女子個人戦）
　秋山　紫音　   杉沢　愛美　   谷下　美希　   板川　麻胡


